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利用・用途・応用分野

光の散乱光測定法で、小型化可能な関節内軟骨評価プローブ

目的・課題 解決ポイント

超音波による評価法で問題と
なっている不感帯の存在によ
るプローブ小型化の限界と角
度依存性、光プリズム法で問
題となった極表層部のみでの
評価による測定精度の限界を
克服することを目的とする。

関節内軟骨評価プローブの関節腔内への
挿入部について光ファイバーからなり細径
で比較的柔軟な構造の光送受信部を硬い
材料からなる挿入シースで覆った。これで、
挿入時には挿入抵抗に負けない硬構造で
ありながら関節腔内に挿入すると挿入シー
スを把持部側に引き寄せることにより光送
受信部を露出する。光送受信部は細径で
あるために、関節腔内で自由に移動できる。
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光ファイバーで関節軟骨内に光を導入し、内部からの散乱光を取得するので、超音
波評価法で問題となった不感帯の問題がなく、プローブの小型化に関して物理的制
約がない。プローブの小型化が可能で、肘、手首、足関節などの小さな関節にも適
応できるプローブである。また、情報取得に関して角度依存性がなく、プローブの構
成を簡素化できる。


